
(57)【要約】

【課題】切削ヘッド部の着脱を繰り返してもホルダ本体

側の連結部が摩耗せず、ホルダ本体の長寿命化を実現で

きるようなスローアウェイドリルを提供する。

【解決手段】先端に切刃３を備えるとともに後端部にホ

ルダ本体１側と着脱可能な凸状連結部４を備えた切削ヘ

ッド部２と、該切削ヘッド部２の凸状連結部４と着脱可

能な凹状連結部５を先端部に備えるとともに前記凹状連

結部５の奥端面に前記凹状連結部５を分割するスリット

６を備えているホルダ本体１とからなるスローアウェイ

ドリルにおいて、前記ホルダ本体１にはホルダ本体軸線

７に対して横方向から前記ホルダ本体軸線７に近づくに

つれて内径が小さくなるような略円錐形状の空間領域８

が形成されており、該略円錐形状の空間領域８は前記ス

リット６によって均等に分割されるように配置されてい

るとともに、前記略円錐形状の空間領域８の内壁にはテ

ーパねじが形成されている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
先 端 に 切 刃 を 備 え る と と も に 後 端 部 に ホ ル ダ 本 体 側 と 着 脱 可 能 な 凸 状 連 結 部 を 備 え た 切 削
ヘ ッ ド 部 と 、 該 切 削 ヘ ッ ド 部 の 凸 状 連 結 部 と 着 脱 可 能 な 凹 状 連 結 部 を 先 端 部 に 備 え る と と
も に 前 記 凹 状 連 結 部 の 奥 端 面 に 前 記 凹 状 連 結 部 を 分 割 す る ス リ ッ ト を 備 え て い る ホ ル ダ 本
体 と か ら な る ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル に お い て 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 に は ホ ル ダ 本 体 軸 線 に 対 し
て 横 方 向 か ら 前 記 ホ ル ダ 本 体 軸 線 に 近 づ く に つ れ て 内 径 が 小 さ く な る よ う な 略 円 錐 形 状 の
空 間 領 域 が 形 成 さ れ て お り 、 該 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 は 前 記 ス リ ッ ト に よ っ て 均 等 に 分 割
さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 の 内 壁 に は テ ー パ ね じ
が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 凸 状 連 結 部 は 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 の 後 端 側 に 突 出 し て い る 凸 部 の 外 周 部 位 に 位 置 し 外
周 接 線 方 向 に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 係
止 面 と 、 前 記 凸 部 の 円 錐 状 側 面 の 一 部 に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 突 出 し た 補
助 係 止 面 と を 備 え 、 前 記 凹 状 連 結 部 は 、 該 凹 状 連 結 部 を 構 成 す る ２ つ の 壁 部 の 頂 上 位 置 に
前 記 係 止 面 と 当 接 す べ く 外 周 接 線 方 向 に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面
す る よ う に 設 け ら れ た 前 記 係 止 受 け 面 と 、 前 記 壁 部 の 内 壁 の 一 部 に 前 記 補 助 係 止 面 と 当 接
す べ く 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 突 出 し た 補 助 係 止 受 け 面 と を 備 え て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 先 端 に 切 刃 を 有 す る 切 削 ヘ ッ ド 部 が ホ ル ダ 本 体 に 着 脱 可 能 な ス ロ ー ア ウ ェ イ ド
リ ル に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 先 端 に 切 刃 を 有 す る 切 削 ヘ ッ ド 部 が ホ ル ダ 本 体 に 着 脱 可 能 な ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル
の 例 と し て は 、 図 ６ に 示 す よ う な 形 状 が 知 ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 ホ ル ダ 本 体 先 端 の 凹 状
部 の 弾 性 変 形 を 利 用 し て 、 切 削 ヘ ッ ド 部 側 に 設 け ら れ た 凸 状 部 を 回 転 摺 動 さ せ て 凹 凸 部 を
結 合 固 定 す る 機 構 と な っ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 表 ２ ０ ０ ２ － ５ ０ １ ４ ４ １ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 図 ６ に 示 す よ う な 従 来 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル で は 、 切 削 ヘ ッ ド 部 の 着 脱
を 繰 り 返 し て い く う ち に ホ ル ダ 本 体 側 の 摺 動 部 が 徐 々 に 摩 耗 し 、 使 用 時 間 が 増 す に つ れ て
切 削 ヘ ッ ド 部 の 挟 持 力 が 低 下 し て し ま い 、 ス ロ ー ア ウ ェ イ 式 工 具 で あ る に も 拘 ら ず 切 刃 部
の み な ら ず ホ ル ダ 本 体 を も 定 期 的 に 交 換 し な け れ ば な ら な く な る と い う 不 具 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
本 発 明 は こ の よ う な 従 来 技 術 の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 切 削 ヘ ッ ド 部
の 着 脱 を 繰 り 返 し て も ホ ル ダ 本 体 の 切 削 ヘ ッ ド 部 と 結 合 す る 凹 状 部 が 摩 耗 せ ず 、 ホ ル ダ 本
体 の 長 寿 命 化 を 実 現 で き る よ う な ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル は 、 先 端 に 切
刃 を 備 え る と と も に 後 端 部 に ホ ル ダ 本 体 側 と 着 脱 可 能 な 凸 状 連 結 部 を 備 え た 切 削 ヘ ッ ド 部
と 、 該 切 削 ヘ ッ ド 部 の 凸 状 連 結 部 と 着 脱 可 能 な 凹 状 連 結 部 を 先 端 部 に 備 え る と と も に 前 記
凹 状 連 結 部 の 奥 端 面 に 前 記 凹 状 連 結 部 を 分 割 す る ス リ ッ ト を 備 え て い る ホ ル ダ 本 体 と か ら
な る ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル に お い て 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 に は 工 具 本 体 軸 線 に 対 し て 横 方 向 か
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ら 前 記 工 具 本 体 軸 線 に 近 づ く に つ れ て 内 径 が 小 さ く な る よ う な 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 が 形
成 さ れ て お り 、 該 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 は 前 記 ス リ ッ ト に よ っ て 均 等 に 分 割 さ れ る よ う に
配 置 さ れ て い る と と も に 、 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 の 内 壁 に は テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
か か る 構 成 に よ れ ば 、 テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 に 、 該 略 円 錐 形
状 の 空 間 領 域 に 嵌 合 す べ く 円 錐 形 状 か ら な り 且 つ テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た レ ン チ 先 端 部 を
挿 入 し 、 ね じ 回 転 締 め 付 け 方 向 に 前 記 レ ン チ を 旋 回 さ せ る こ と に よ り 前 記 ホ ル ダ 本 体 の テ
ー パ ね じ が 付 随 さ れ た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 内 を 前 記 レ ン チ 先 端 部 が 進 行 す る こ と で
、 前 記 ス リ ッ ト が 徐 々 に 拡 幅 さ れ て 前 記 ホ ル ダ 本 体 先 端 の 凹 状 連 結 部 の 幅 を も 拡 幅 す る の
で 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 の 結 合 部 を 摩 耗 さ せ る こ と な く 切 削 ヘ ッ ド 部 の 着 脱 が 可 能 と な る の で
、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 の 挟 持 力 が 維 持 さ れ る と と も に ホ ル ダ 本 体 の 長 寿 命 化 を 実 現 す る こ と
が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル は 、 前 記 凸 状 連 結 部 は 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部
の 後 端 側 に 突 出 し て い る 凸 部 の 外 周 部 位 に 位 置 し 外 周 接 線 方 向 に 略 直 角 で あ る と と も に 切
削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 係 止 面 と 、 前 記 凸 部 の 円 錐 状 側 面 の 一 部
に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 突 出 し た 補 助 係 止 面 と を 備 え 、 前 記 凹 状 連 結 部 は
、 該 凹 状 連 結 部 を 構 成 す る ２ つ の 壁 部 の 頂 上 位 置 に 前 記 係 止 面 と 当 接 す べ く 外 周 接 線 方 向
に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 前 記 係 止 受 け 面
と 、 前 記 壁 部 の 内 壁 の 一 部 に 前 記 補 助 係 止 面 と 当 接 す べ く 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す
る よ う に 突 出 し た 補 助 係 止 受 け 面 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
か か る 構 成 に よ れ ば 、 前 記 凹 状 連 結 部 が 締 ま ろ う と す る 弾 性 力 を 利 用 し て 、 前 記 切 削 ヘ ッ
ド 部 が 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 及 び 逆 回 転 方 向 に 位 置 ず れ す る こ と を 抑 制 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に よ り 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 １ 乃 至 図 ４ は 本 発 明 の 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 図 １ は 本 実 施 例 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ
ド リ ル 先 端 部 の 分 解 斜 視 図 、 図 ２ は ホ ル ダ 本 体 の 要 部 側 面 図 、 図 ３ は 図 ２ の 正 面 図 、 図 ４
は 切 削 ヘ ッ ド 部 の 後 端 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ 乃 至 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 に よ る ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル は 、 先 端 に 切 刃 ３ を 備
え る と と も に 後 端 部 に ホ ル ダ 本 体 １ 側 と 着 脱 可 能 な 凸 状 連 結 部 ４ を 備 え た 切 削 ヘ ッ ド 部 ２
と 、 該 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ の 凸 状 連 結 部 ４ と 着 脱 可 能 な 凹 状 連 結 部 ５ を 先 端 部 に 備 え る と と も
に 前 記 凹 状 連 結 部 ５ の 奥 端 面 に 前 記 凹 状 連 結 部 ５ を 分 割 す る ス リ ッ ト ６ を 備 え て い る ホ ル
ダ 本 体 １ と か ら な る ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル で あ っ て 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 １ に は ホ ル ダ 本 体 軸
線 ７ に 対 し て 横 方 向 か ら 前 記 ホ ル ダ 本 体 軸 線 ７ に 近 づ く に つ れ て 内 径 が 小 さ く な る よ う な
略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ が 形 成 さ れ て お り 、 該 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ は 前 記 ス リ ッ ト ６
に よ っ て 均 等 に 分 割 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る と と も に 、 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８
の 内 壁 に は テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ こ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ に 、 該
略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ に 嵌 合 す べ く 円 錐 形 状 か ら な り 且 つ テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た レ ン
チ ９ 先 端 部 を 挿 入 し 、 ね じ 回 転 締 め 付 け 方 向 に 前 記 レ ン チ ９ を 旋 回 さ せ る こ と に よ り 前 記
ホ ル ダ 本 体 １ の テ ー パ ね じ が 付 随 さ れ た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ 内 を 前 記 レ ン チ ９ 先
端 部 が 進 行 す る こ と で 、 前 記 ス リ ッ ト ６ が 徐 々 に 拡 幅 さ れ て 前 記 ホ ル ダ 本 体 １ 先 端 の 凹 状
連 結 部 ５ の 幅 も 拡 幅 さ れ る 。 こ の 状 態 で 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ の 前 記 凸 状 連 結 部 ４ を 前 記
ホ ル ダ 本 体 １ の 前 記 凹 状 連 結 部 ５ の 取 付 位 置 に セ ッ ト す る こ と が 出 来 る の で 、 前 記 切 削 ヘ
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ッ ド 部 ２ を 着 脱 す る 際 に 連 結 面 を 摺 動 さ せ る こ と が な い 。 よ っ て 前 記 ホ ル ダ 本 体 １ の 連 結
面 を 摩 滅 消 耗 さ せ る こ と な く 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ の 挟 持 力 が 長 期 間 維 持 さ れ る と と も に
前 記 ホ ル ダ 本 体 １ の 長 寿 命 化 を 実 現 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８
は 前 記 ス リ ッ ト ６ に よ っ て 均 等 に 分 割 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る た め 、 前 記 レ ン チ ９ が
前 記 空 間 領 域 ８ の 分 割 さ れ た 両 壁 を 均 等 に 押 し 広 げ る こ と が 出 来 る た め 、 片 方 だ け に 応 力
が か か り す ぎ る こ と が な く 、 結 果 と し て テ ー パ ね じ 部 の 損 傷 を 抑 制 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ の 後 端 側 に 突 出 し て い る 凸 部 の 外 周 部 位 に 位 置 し 外 周 接 線 方 向
に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 １ ７ に 面 す る よ う に 前 記 凸 状 連 結 部 ４ 側
に 設 け ら れ た 係 止 面 １ １ と 、 前 記 凹 状 連 結 部 ５ を 構 成 す る ２ つ の 壁 部 １ ５ の 頂 上 位 置 に 前
記 係 止 面 １ １ と 当 接 す べ く 外 周 接 線 方 向 に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 １
６ に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 係 止 受 け 面 １ ３ と が 当 接 す る こ と に よ っ て 、 切 削 時 の 前 記 ホ
ル ダ 本 体 １ の 回 転 が 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ へ 伝 達 さ れ る が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 凸 部 の
円 錐 状 側 面 １ ０ の 一 部 に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 １ ６ に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 補 助 係 止 面
１ ２ と 、 前 記 凹 状 連 結 部 ５ 側 の 、 壁 部 １ ５ の 内 壁 の 一 部 に 前 記 補 助 係 止 面 １ ２ と 当 接 す べ
く 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 １ ７ に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 補 助 係 止 受 け 面 １ ４ と が 、 前 記
略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 ８ の テ ー パ ね じ に よ り 拡 幅 さ れ て い た 前 記 凹 状 連 結 部 の 挿 入 さ れ て
い た レ ン チ ９ を 外 す こ と に よ り 拡 幅 を 元 に 戻 し 弾 性 変 形 を 解 消 さ せ る こ と で 当 接 さ れ 、 前
記 係 止 面 １ １ を 前 記 係 止 受 け 面 １ ３ に 向 け て よ り 強 く 押 圧 す る 効 果 が 得 ら れ る 。 こ の こ と
に よ り 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 ２ が 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 １ ６ だ け で な く 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方
向 １ ７ に も 位 置 ず れ す る こ と な く 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 １ に 確 実 且 つ 強 固 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 例 示 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く
、 発 明 の 目 的 を 逸 脱 し な い 限 り 任 意 の も の と す る こ と が で き る こ と は 云 う ま で も な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 記 述 し た と お り 、 請 求 項 １ の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル は 、 先 端 に 切 刃 を 備 え る と と も に
後 端 部 に ホ ル ダ 本 体 側 と 着 脱 可 能 な 凸 状 連 結 部 を 備 え た 切 削 ヘ ッ ド 部 と 、 該 切 削 ヘ ッ ド 部
の 凸 状 連 結 部 と 着 脱 可 能 な 凹 状 連 結 部 を 先 端 部 に 備 え る と と も に 前 記 凹 状 連 結 部 の 奥 端 面
に 前 記 凹 状 連 結 部 を 分 割 す る ス リ ッ ト を 備 え て い る ホ ル ダ 本 体 と か ら な る ス ロ ー ア ウ ェ イ
ド リ ル で あ っ て 、 前 記 ホ ル ダ 本 体 に は ホ ル ダ 本 体 軸 線 に 対 し て 横 方 向 か ら 前 記 ホ ル ダ 本 体
軸 線 に 近 づ く に つ れ て 内 径 が 小 さ く な る よ う な 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 が 形 成 さ れ て お り 、
該 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 は 前 記 ス リ ッ ト に よ っ て 均 等 に 分 割 さ れ る よ う に 配 置 さ れ て い る
と と も に 、 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 の 内 壁 に は テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ て い る こ と に よ り
、 テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 に 、 該 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 に 嵌 合
す べ く 円 錐 形 状 か ら な り 且 つ テ ー パ ね じ が 形 成 さ れ た レ ン チ 先 端 部 を 挿 入 し 、 ね じ 回 転 締
め 付 け 方 向 に 前 記 レ ン チ を 旋 回 さ せ る こ と に よ り 前 記 ホ ル ダ 本 体 の テ ー パ ね じ が 付 随 さ れ
た 前 記 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域 内 を 前 記 レ ン チ 先 端 部 が 進 行 す る こ と で 、 前 記 ス リ ッ ト が 徐
々 に 拡 幅 さ れ て 前 記 ホ ル ダ 本 体 先 端 の 凹 状 連 結 部 の 幅 を も 拡 幅 す る の で 、 前 記 ホ ル ダ 本 体
の 結 合 部 を 摩 耗 さ せ る こ と な く 切 削 ヘ ッ ド 部 の 着 脱 が 可 能 と な る の で 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部
の 挟 持 力 が 維 持 さ れ る と と も に ホ ル ダ 本 体 の 長 寿 命 化 を 実 現 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル は 、 前 記 凸 状 連 結 部 は 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部
の 後 端 側 に 突 出 し て い る 凸 部 の 外 周 部 位 に 位 置 し 外 周 接 線 方 向 に 略 直 角 で あ る と と も に 切
削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 係 止 面 と 、 前 記 凸 部 の 円 錐 状 側 面 の 一 部
に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 突 出 し た 補 助 係 止 面 と を 備 え 、 前 記 凹 状 連 結 部 は
、 該 凹 状 連 結 部 を 構 成 す る ２ つ の 壁 部 の 頂 上 位 置 に 前 記 係 止 面 と 当 接 す べ く 外 周 接 線 方 向
に 略 直 角 で あ る と と も に 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 に 面 す る よ う に 設 け ら れ た 前 記 係 止 受 け 面
と 、 前 記 壁 部 の 内 壁 の 一 部 に 前 記 補 助 係 止 面 と 当 接 す べ く 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向 に 面 す
る よ う に 突 出 し た 補 助 係 止 受 け 面 と を 備 え て い る こ と に よ り 、 前 記 凹 状 連 結 部 が 締 ま ろ う
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と す る 弾 性 力 を 利 用 し て 、 前 記 切 削 ヘ ッ ド 部 が 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向 及 び 逆 回 転 方 向 に 位
置 ず れ す る こ と を 抑 制 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル 先 端 部 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 に よ る ホ ル ダ 本 体 の 要 部 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ の 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 に よ る 切 削 ヘ ッ ド 部 の 後 端 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 別 の 実 施 例 に よ る 図 ２ の Ａ － Ａ 断 面 模 式 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の ス ロ ー ア ウ ェ イ ド リ ル 先 端 部 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ： ホ ル ダ 本 体
２ ： 切 削 ヘ ッ ド 部
３ ： 切 刃
４ ： 凸 状 連 結 部
５ ： 凹 状 連 結 部
６ ： ス リ ッ ト
７ ： ホ ル ダ 本 体 軸 線
８ ： 略 円 錐 形 状 の 空 間 領 域
９ ： レ ン チ
１ ０ ： 円 錐 状 側 面
１ １ ： 係 止 面
１ ２ ： 補 助 係 止 面
１ ３ ： 係 止 受 け 面
１ ４ ： 補 助 係 止 受 け 面
１ ５ ： 壁 部
１ ６ ： 切 削 時 の 工 具 回 転 方 向
１ ７ ： 切 削 時 の 工 具 逆 回 転 方 向
１ ８ ： ク ラ ン プ 方 向
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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